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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
新
年

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

わ
が
歴
史
館
は
、
開
館
し
て
五

回
目
の
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。
全

国
初
の
本
丸
御
殿
の
復
元
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
等
が
話
題
を
呼

び
、
佐
賀
を
代
表
す
る
観
光
名
所

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
特
に

お
正
月
は
、
昔
懐
か
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
と
あ
っ
て
、

三
が
日
で
前
年
を
上
回
る
三
八
二

五
名
の
人
出
が
あ
り
ま
し
た
。
以

下
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
特
集
し

ま
し
た
。 

 

迎迎迎   

春春春   

〜
重
さ
40
㌔
〜 

佐
賀
藩
独
特
の
し
め
縄
飾
り

『
鼓
の
胴
の
松
飾
り
』
が
12
月
19

日
、
玄
関
に
飾
り
付
け
ら
れ
た
。 

飾
り
は
重
さ
約
40
㌔
、
横
幅
1.8

㍍
。 『

鼓
の
胴
の
松
飾
り
』
の
由
来

は
、
島
原
の
乱
平
定
時
に
江
戸
幕

府
か
ら
受
け
て
い
た
佐
賀
藩
の
謹

慎
が
年
末
に
解
か
れ
た
た
め
、
米

俵
な
ど
身
近
な
材
料
で
松
飾
り
を

作
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
形
が
鼓

の
胴
部
に
似
て
い
た
た
め
。
以
後
、

吉
例
踏
襲
さ
れ
た
。 

江
戸
時
代
、
佐
竹
藩
（
秋
田
県
）

の
人
形
と
並
び
、
江
戸
正
月
の
二

大
名
物
と
し

て
有
名
で
あ

っ
た
。 

 

大大
空空
にに  

舞
い
上
が
った
《ぼ
く
の
凧
》 

正
月
イ
ベ
ン
ト
で
人
気
の
凧
作

り
は
、
連
日
多
く
の
親
子
連
れ
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

ビ

ニ

ー

ル

に

マ

ジ

ッ

ク

で

好

き

な

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

や

絵
、
言
葉

等
を
思
い
思
い
書
き
込
ん
だ
後
、

縦
・
横
二
本
の
竹
ひ
ご
を
左
右
バ

ラ
ン
ス
よ
く
取
り
付
け
て
組
み
立

て
完
了
。
早
速
、
凧
を
空
中
へ
。

う
ま
く
大
空
に
舞
い
上
が
る
と
、

大
き
な
歓
声
が
湧
き
上
が
っ
て
い

た
。 

 

迫
力
の
大
筆
書
き 

玄
関
前
の
広
場
に
は
畳
６
枚

分
の
キ
ャ
ン

バ
ス
と
、
清

水
の
滝
つ
ぼ

の
冷
水
で
磨

っ
た
墨
汁
が

準
備
さ
れ
ま

し
た
。
真
っ

白
な
キ

ャ
ン
バ

ス
に
富
永
將
暉
先
生
が
、
今
年

の
干
支
・
丑
に
因
ん
だ
「
猛
一

寸
、
モ
ー
一
歩
の 

富
士
の

山
」
の
大
筆
書
き
を
力
強
く
披

露
さ
れ
た
。 

そ
の
意
味
に
つ
い
て
、「
日
本
人

は
猛
烈
な
速
さ
で
駆
け
抜
け
て
き

た
結
果
、
昨
年
は
《
偽
装
》
や
《
破

綻
》
の
文
字
が
新
聞
を
賑
わ
し
た
。

こ
れ
は
《
公
意
識
の
欠
如
》
に
よ

る
も
の
。
今
年
は
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

を
目
指
し
、
地
に
足
を
着
け
て
マ

イ
ペ
ー
ス
で
目
標
（
富
士
山
）
に

近
づ
け
る
１
年
に
し
て
欲
し
い
」

と
説
明
あ
り
。 

 赤赤赤
ちちち
ゃゃ
んんん
頑
張張
っったたた   

ゃ

っ

頑頑
張

「ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
」 

赤
ち
ゃ
ん
の
健
全
な
成
長
を
願

っ
て
始
め
た
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
に
、

１
０
７
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。 

レ
ー
ス
は
６
名
１
組
で
行
わ

れ
、
ス
タ
ー
ト
の
合
図
で
一
目
散

に
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
赤
ち
ゃ
ん
。

で
も
、
立
ち
止
ま
っ
た
り
、
泣
い

た
り
す
る
赤
ち
ゃ
ん
な
ど
様
々
で

し
た
。
お
母
さ
ん
方
は
赤
ち
ゃ
ん

お
気
に
入
り
の
人
形
を
振
っ
た
り
、

大
声
を
あ
げ

た
り
し
て
、

気
を
引
く
の

に
懸
命
で
し

た
。
各
レ
ー

ス
で
１
位
に

な
っ
た
赤
ち

ゃ
ん
に
は
賞

状
と
絵
本
贈
呈
。
あ
る
母
親
は
「
思

っ
た
通
り
に
い
か
な
い
も
の
で
す

ね
」
と
話
さ
れ
た
。
当
日
の
模
様

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
全
国
ニ
ュ
ー

ス
で
も
放
映
さ
れ
ま
し

た
。  日

本
の
音
色 

筝
曲
と
尺
八 

第
５
回
「
新
春
邦
楽

祭
」
が
開
か
れ
、
筝
や

尺
八
、
三
味
線
な
ど
の

奏
者
約
１
０
０
名
が
大

合
奏
さ
れ
、
３
２
０
畳

の
大
広
間
に
優
雅
な
音

色
が
響
き
渡
っ
た
。
全

員
で
「
六
段
の
調
」
な
ど
六
曲
を

合
奏
。
こ
の
他
着
物
姿
の
女
子
中

高
生
ら
の
筝
に
男
性
の
尺
八
も
加

わ
っ
て
、
日
本
古
謡
「
さ
く
ら
さ

く
ら
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
正
月

に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

気
分

 ペ
ッ
タ
ン
コ
。 

楽
し
か
った
「餅
つ
き
」 

地
域
住
民
参
加
の
下
、
餅
つ
き

を
行
っ
た
。
子
供
た
ち
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
４０
㌔
の
も
ち
米
を
つ

き
あ
げ
た
。
餅
つ
き
を
希
望
す
る

子
供
た
ち
が
長
い
列
を
作
り
、
鹿

島
市
の
共
生
保
育
園
児
が
『
ソ
ー

レ
！
」
の

掛

け

声

で
、
杵
を

振

り

上

げ

る

と

歓

声

が

上

が

っ

て
い
た
。

園
児
の
一
人
は
「
餅
を
つ
く
の
が

楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
、
つ
き
た

て
の
黄
な
粉
餅
や
ぜ
ん
ざ
い
を
美

味
し
そ
う
に
食
べ
て
満
足
そ
う
で

し
た
。 

本
丸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

本
丸
歴
史
館
は
木
造
復
元
施
設

と
し
て
は
全
国
で
も
最
大
級
の
も

の
で
あ
る
が
、
再
建
建
造
物
の
素

晴
ら
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

私
は
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
素
晴

ら
し
さ
に
感
じ
入
っ
た
。
私
た
ち

を
案
内
し
て
く
れ
た
の
は
宮
永
博

海
さ
ん
。
お
そ
ら
く
は
高
校
の
日

本
史
の
教
師
だ
っ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
？ 

こ
う
い
う
生
き
た
社
会
教
育
施

設
が
整
備
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
者
が
い
る
こ
と

が
21
世
紀
に
お
い
て
も
佐
賀
県

が
な
お
、
人
材
を
輩
出
し
続
け
て

い
る
秘
密
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（

○注
・
原
稿
は
、
吹
浦
忠
正
・
ユ

ー
ラ
シ
ア
21
研
究
所
理
事
長
の

ブ
ロ
グ
よ
り
転
載
） 

全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
会 

大
会
は
、
昨
年
11
月
20
日
か
ら

二
日
間
、
世
界
遺
産
の
熊
野
信
仰

の
中
心
地
和
歌
山
県
田
辺
市
で
開

か
れ
、
全
国
か
ら
約
八
百
名
、
当

県
か
ら
は
当
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

３
名
が
参
加
。 

私
は
、
第
７
分
科
会
「
魅
力
あ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
活
動
と

人
材
育
成
」
に
参
加
し
、
次
の
二

点
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

一
．
観
光
ガ
イ
ド
は
ほ
と
ん
ど

が
有
料
で
、
無
料
は
地
元
の
市
な

ど
か
ら
約
２０
〜
３０
万
の
補
助
が

あ
り
、
純
粋
に
資
金
ゼ
ロ
で
活
動

し
て
い
る
の
は
、
当
館
を
含
め
て

少
な
か
っ
た
。 

二
．
１
年
の
活
動
の
ス
タ
ー
ト

と
し
て
、
４
月
に
心
を
引
き
締
め

る
た
め
に
も
マ
ナ
ー
研
修
な
ど
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。 

来
年
度
は
、
遷
都
一
三
〇
〇
年

の

良
で
開
催
。（
松
田
吉
弘
） 

奈

 礼
状 

脊
振
中
の
生
徒
か
ら 

昨
年
12
月
4
日
、
脊
振
小
・
中

学
校
の
児
童
生
徒
約
40
名
が
体

験
学
習
の
た
め
来
館
、
展
示
説
明

と
紙
芝
居
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
脊
振
中
の
陣
内
校
長
か
ら
の
礼

状
と
生
徒
17
名
分
の
感
想
文
が

届
い
た
の
で
、
要
点
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。 

☆
紙
芝
居
で
は
、
直
正
が
日
本
で

は
な
く
世
界
を
見
て
い
た
す
ご
い

人
物
だ
と
わ
か
り
、
感
心
し
た
。 

☆
日
本
を
守
る
た
め
、
カ
ノ
ン
砲

を
佐
賀
藩
が
作
っ
て
、
す
ご
い
と

思
っ
た
。 

☆
七
賢
人
の
話
を
聞
き
、
佐
賀
に

も
日
本
の
た
め
に
活
躍
し
た
人
が

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

☆
３
２
０
畳
の
広
さ
に
は
び
っ
く

り
し
た
。 

☆
本
丸
歴
史
館
は
勉
強
に
な
っ
た
。

再
び
行
き
た
い
。 

な
ど
。 

インタビュー 

～新春第一号は、

神代ご夫妻～ 

9時半開門と同

時に、神代良彦・

幸枝夫妻（みやき

町）が初詣の帰り

に来館。 

ご主人の良彦

様は本丸開館以

来、何回も来館。

太田会長のあいさつ 

明けましておめでとうございま

す。本丸歴史館も開館以来 5年目に

入り、佐賀の観光や歴史・文化に触

れるための中心的な存在になって

いるのでは？と考えます。 

5 年余りが過ぎ、忘れてならない

ことは私たちの初心ではないでし

ょうか？ 

それは、解説ボランティアとして

の基礎的・基本的な知識や解説の仕

方などを研修し、力量をつけていく

ことが必要だと思います。 

もう一つはお客様を一期一会の

気持ちで心から楽しくおもてなし

をすることで、その為には、私たち

同士がお互いに楽しく気持ちよく

過ごせるような人間関係を持つこ

とが必要だと思うのです。 

余談ですが、百年に一度の経済危

機と言われてる今日、直正公のよう

な為政者の出現を願わずにはいら

れないのは私だけでしょうか…

編
集
後
記 

壁
新
聞
担
当
と
な
り
、
元
日
か
ら

７
日
ま
で
イ
ベ
ン
ト
を
取
材
し

ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
の
活
動
に
脱
帽
し
ま
し
た
。
特

に
元
日
は
粉
雪
舞
う
寒
い
中
、
凧

作
り
を
指
導
さ
れ
た
安
富
、
小

寺
、
松
田
氏
ら
に
は
心
か
ら
敬
意

と
感
謝
を

上

。 

申
し

げ
ま
す

編
集 

田
中(

猛)

・
戸
田


